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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月24日(2010.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力映像信号を映像信号処理して出力映像信号を生成する映像信号処理部と、
　前記入力映像信号に含まれる高域成分量を検出する高域成分計測部と、
　前記高域成分量から、前記高域成分量の周期的な時間変動量を示す高域成分変動特徴量
を検出する高域成分変動特徴量計測部とを備え、
　前記映像信号処理部は、
　前記高域成分変動特徴量に基づいて、前記出力映像信号の高域成分における周期的な変
動を抑圧するように、前記映像信号処理の特性を可変する
　映像信号処理装置。
【請求項２】
　入力映像信号を映像信号処理して出力映像信号を生成する映像信号処理ステップと、
　前記入力映像信号に含まれる高域成分量を検出する高域成分計測ステップと、
　前記高域成分量から、前記高域成分量の周期的な時間変動量を示す高域成分変動特徴量
を検出する高域成分変動特徴量計測ステップとを備え、
　前記映像信号処理ステップは、
　前記高域成分変動特徴量に基づいて、前記出力映像信号の高域成分における周期的な変
動を抑圧するように、前記映像信号処理の特性を可変する特性可変ステップを有する
　映像信号処理方法。
【請求項３】
　前記出力映像信号の高域成分における周期的な変動が、フリッカ劣化の高域成分の変動
である
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項４】
　前記高域成分計測ステップは、
　前記入力映像信号から、画像空間方向の高域成分及び又は時間方向の高域成分を分離し
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て、前記高域成分量を検出する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項５】
　前記高域成分計測ステップは、
　前記入力映像信号から、時間方向に特定の性質を有する画像空間方向の高域成分を分離
して、前記高域成分量を検出する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項６】
　前記高域成分変動特徴量計測ステップは、
　前記入力映像信号に設定されていたピクチャータイプの周期パターンに対応する、前記
高域成分量の周期的な時間変動量を検出する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項７】
　前記高域成分変動特徴量計測ステップは、
　前記高域成分量から、前記周期パターンに対応する信号成分を抽出するバンドパス出力
ステップと、
　前記高域成分から、前記バンドパス出力ステップによる信号成分を含む高域成分を抽出
するハイパス出力ステップと、
　前記バンドパス出力ステップによる信号成分を、前記ハイパス出力ステップによる信号
成分により補正して、前記高域成分変動特徴量を生成する高域成分変動特徴量生成ステッ
プとを有する
　請求項６に記載の映像信号処理方法。
【請求項８】
　前記高域成分変動特徴量生成ステップは、
　前記バンドパス出力ステップによる信号成分のエネルギー値を算出するバンドパス出力
エネルギー算出ステップと、
　前記ハイパス出力ステップによる信号成分のエネルギー値を算出するハイパス出力エネ
ルギー算出ステップと、
　前記バンドパス出力エネルギー算出ステップで求めたエネルギー値と前記ハイパス出力
エネルギー算出ステップで求めたエネルギー値との比率を示す変動周期成分占有度を算出
する変動周期成分占有度算出ステップと、
　前記変動周期成分占有度の時間軸方向の安定度を示す変動周期安定度を計算する変動周
期安定度算出ステップと、
　前記バンドパス出力エネルギー算出ステップで求めたエネルギー値を、前記変動周期成
分占有度及び前記変動周期安定度で補正して前記高域成分変動特徴量を検出する変動特徴
量生成ステップとを有する
　請求項７に記載の映像信号処理方法。
【請求項９】
　前記映像信号処理ステップは、
　前記入力映像信号に応じて特性を可変して、非線型な特性により前記入力映像信号を増
幅することにより、前記入力映像信号のコントラストを強調して前記出力映像信号を生成
し、
　前記高域成分変動特徴量に基づいて、前記非線型な特性を線型な特性に近づけて、前記
周期的な変動を抑圧する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項１０】
　前記高域成分変動特徴量計測ステップは、
　前記周期的な時間変動に係る信号成分の信号波形と、前記信号成分の抽出に要するバン
ドパスフィルタのフィルタ係数の波形との関係により、高域成分量の時間変動成分に対す
る、前記周期的な時間変動に係る信号成分の大きさを表すバンドパスベクトル位相相関度
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を検出するバンドパスベクトル位相相関度検出ステップと、
　前記周期的な時間変動に係る信号成分のエネルギー値を検出する同期バンドパス成分生
成ステップと、
　前記バンドパスベクトル位相相関度により、前記高域成分に対する前記信号成分のエネ
ルギー値の比率を示す変動周期成分占有度を算出する変動周期成分占有度算出ステップと
、
　前記変動周期成分占有度の時間軸方向の安定度を示す変動周期安定度を計算する変動周
期安定度算出ステップと、
　前記同期バンドパス成分生成ステップで求めたエネルギー値を、前記変動周期成分占有
度及び前記変動周期安定度で補正して前記高域成分変動特徴量を検出する変動特徴量生成
ステップとを有する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項１１】
　前記高域成分変動特徴量計測ステップは、
　前記高域成分量の増減を判定して変動タイプ信号を出力する変動タイプ信号生成ステッ
プと、
　前記入力映像信号に設定されていたピクチャータイプの周期パターンである、前記高域
成分量で想定される周期的な時間変動のパターンに対して、前記変動タイプ信号による時
間変動パターンが一致するか否か判定する一致判定ステップと、
　前記一致判定ステップの判定結果に基づいて、前記一致判定ステップで一致の判定結果
が得られた場合に、前記高域成分量を処理して前記高域成分変動特徴量を検出する変動特
徴量生成ステップとを有する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項１２】
　前記変動特徴量生成ステップは、
　前記時間変動パターンに基づいて、前記変動タイプ信号生成ステップにおいて、増加し
ていると判定された前記高域成分量を加算して増加時変動量を検出する増加時変動量検出
ステップと、
　前記時間変動パターンに基づいて、前記変動タイプ信号生成ステップにおいて、減少し
ていると判定された前記高域成分量を加算して減少時変動量を検出する減少時変動量検出
ステップと、
　前記増加時変動量と前記減少時変動量とにより前記高域成分量の増減の対称性を判定す
る対称性判定ステップと、
　前記一致判定ステップによる判定結果、前記対称性判定ステップによる判定結果に基づ
いて、前記増加時変動量及び前記減少時変動量を加算して、前記高域成分変動特徴量を設
定する変動特徴量の処理ステップとを有する
　請求項１１に記載の映像信号処理方法。
【請求項１３】
　前記変動特徴量生成ステップは、
　一定期間で得られる前記高域成分量をソートし、ソート結果の所定順番の前記高域成分
量により、前記高域成分量の判定に使用する分離レベルを設定する分離レベル設定ステッ
プと、
　前記分離レベルにより前記高域成分量を判定して前記高域成分変動特徴量を検出する分
離レベルによる処理ステップとを有する
　請求項１２に記載の映像信号処理方法。
【請求項１４】
　前記高域成分変動特徴量計測ステップは、
　前記高域成分量の時間変動の周期の長さが異なる複数系統により、前記高域成分変動特
徴量を検出する複数系統による検出ステップと、
　前記複数系統による検出ステップによる複数の前記高域成分変動特徴量から１つの高域
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成分変動特徴量を選択して高域成分変動特徴量に設定する選択ステップとを有する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項１５】
　前記入力映像信号に設定された領域を、前記入力映像信号の特徴量により分類する領域
分類ステップを有し、
　前記高域成分計測ステップ及び高域成分変動特徴量計測ステップは、
　前記領域分類ステップにより分類された分類毎に、前記高域成分量及び高域成分変動特
徴量を検出する
　請求項２に記載の映像信号処理方法。
【請求項１６】
　入力映像信号を映像信号処理して出力映像信号を生成する映像信号処理ステップと、
　前記入力映像信号に含まれる高域成分量を検出する高域成分計測ステップと、
　前記高域成分量から、前記高域成分量の周期的な時間変動量を示す高域成分変動特徴量
を検出する高域成分変動特徴量計測ステップとを備え、
　前記映像信号処理ステップは、
　前記高域成分変動特徴量に基づいて、前記出力映像信号の高域成分における周期的な変
動を抑圧するように、前記映像信号処理の特性を可変する特性可変ステップを有する
　映像信号処理方法のプログラム。
【請求項１７】
　映像信号処理方法のプログラムを記録した記録媒体において、
　前記プログラムは、
　入力映像信号を映像信号処理して出力映像信号を生成する映像信号処理ステップと、
　前記入力映像信号に含まれる高域成分量を検出する高域成分計測ステップと、
　前記高域成分量から、前記高域成分量の周期的な時間変動量を示す高域成分変動特徴量
を検出する高域成分変動特徴量計測ステップとを備え、
　前記映像信号処理ステップは、
　前記高域成分変動特徴量に基づいて、前記出力映像信号の高域成分における周期的な変
動を抑圧するように、前記映像信号処理の特性を可変する特性可変ステップを有する
　映像信号処理方法のプログラムを記録した記録媒体。
【請求項１８】
　入力映像信号に含まれる高域成分量を検出する高域成分計測部と、
　前記高域成分量から、前記高域成分量の周期的な時間変動量を示す高域成分変動特徴量
を検出する高域成分変動特徴量計測部と、
　前記高域成分変動特徴量から、フリッカ劣化の主観知覚度を設定する主観知覚度設定部
とを有する
　映像信号処理装置。
【請求項１９】
　入力映像信号に含まれる高域成分量を検出する高域成分計測ステップと、
　前記高域成分量から、前記高域成分量の周期的な時間変動量を示す高域成分変動特徴量
を検出する高域成分変動特徴量計測ステップと、
　前記高域成分変動特徴量から、フリッカ劣化の主観知覚度を設定する主観知覚度設定ス
テップとを有する
　映像信号処理方法。
【請求項２０】
　前記主観知覚度設定ステップは、
　前記入力映像信号をディスプレイ上で表示するまでの非線型特性、前記入力映像信号の
特徴量に応じて、前記主観知覚度を設定する
　請求項１９に記載の映像信号処理方法。
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